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1．背景

　スマートフォンやタブレットをはじめ，ゲームや
テレビ，コンピュータなどのデジタル画面を視聴す
る 1 日あたりの時間をスクリーンタイム（screen 
time：ST）という。子どもの STは近年長くなる一
途であり，コロナパンデミック下の米国で 12 ～ 13
歳の STは 7.7 時間にも及んだ 8）。
　乳幼児期の長時間にわたるデジタル画面への曝露
は，その後の発達，特に，運動・言語・認知機能な
どで表象される神経発達（neurodevelopment）に
望ましくない影響を与えるのではないか？この素朴
な疑問に取り組んだ初期の研究は，総じて，STが
望ましくない影響をもたらすことを報告した 2）。た
とえば，Tomopoulosらは，259 名の児の 6 カ月に
おける STと 14 カ月における認知機能，言語機能

との統計学的関連を検討し，前者が長いほど後者の
スコアが低下することを示した 16）。Christakisらは，
これらの知見に，デジタル画面の曝露とその音が児
の保護者の声を受容する機会と発声の機会をうば
い，結果として児の認知・言語機能の発達を遅らせ
るとの仮説的理解を与えた 1）。ここを端緒に，ST
と育児のあり方について多くの論文が編まれ，激し
い議論が重ねられた（たとえば，STを減らすべき
との意見 10），「スマホ育児」をやめるべきとの意見 9），
デジタルリテラシー教育を優先して必要なデジタル
曝露を制限すべきではないとの意見 3，11）など）。
　これらの知見に対して，当初から reverse 
causationではないかという指摘があった。神経発
達に遅延のある児は，もとより STが長いのではな
いか，という可能性に基づいた指摘である。そこで
Madiganらは，乳幼児期の長い STと神経発達との
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関連の前後関係を，両者の間に相互的なパスを引き
どちらが統計学的に有意になるかを検証するクロス
ラグドパネルモデルにおいて検討した。その結果，
神経発達が STを説明するパスは消え，STが神経
発達を説明するパスのみが残った 5）。さらに
Madiganらは，過去 10 年にわたって上梓された 42
編の論文を閲覧してメタ解析し，乳幼児期の STが
長いとその後の言語機能の発達に負の影響を与える
ことを定量的に示した 6）。
　ここまでの知見をみるかぎり，乳幼児期の STを
適切にコントロールすることへの支持が集まってい
るようである。実際に，WHOは，2～ 4歳児の ST
を 1 時間以内に，2 歳未満ではゼロにすることを奨
励している 17）。しかし，この制限的指針を遵守でき
ている児は，全世界で 2 割にとどまっているとい
う 7）。子どもたちはどこまで厳しく指針に従うべき
なのだろうか。

2．リサーチ・クエスチョン

　現時点で最良の臨床的判断の根拠を手にすること
を目的に，筆者らは，先行する知見，および筆者ら
による自験データを通じて，次の問いを検討した。
①乳幼児期 STと神経発達の関連は，教育的内容・
非教育的内容の STで同様に認められるか，また，
独りの視聴・保護者との共視聴（co-viewing）で
同様に認められるか。
②乳幼児期 STと神経発達の関連は，言語機能以外
の領域でも認められるか，また，用量反応関係は
あるか。
③乳幼児期 STと神経発達の関連に，媒介因子があ
るか。
④乳幼児期 STは，神経発達症の遺伝的リスクと関
連するか。

3．結果

a．リサーチ・クエスチョン①
　上述のように，Madiganらのメタ解析は乳幼児
期 STと神経発達は全体として負の相関があること
を示した。一方，教育的な内容の視聴であれば相関
係数が正に，保護者との共視聴であっても相関係数
が正になることを示した 6）。

b．リサーチ・クエスチョン②
　わが国の 2 つの大規模研究が回答を与えている。
東北メディカル・メガバンク三世代コホートの 7,097

名を解析した Takahashiらは，1 歳の STが長けれ
ば長いほど 2 歳および 4 歳のコミュニケーション
機能・問題解決機能の得点が低くなる線形の関連を
示した。しかし，粗大運動機能・微細運動機能・社
会機能の得点との関連は支持されなかった 14）。環境
省が進めるエコチル調査に参加する 57,980 名を解
析した Yamamotoらは，より洗練された解析方法
を採用して，上記と一致する結果を示した 18）。

c．リサーチ・クエスチョン③
　このリサーチ・クエスチョンは，乳幼児期 STと
神経発達の関連の背景に理解を与え，かつ関連への
介入の可能性を検討するために，ぜひとも取り組む
べきである。外遊びを含む outdoor activitiesは，
STの増加の犠牲となる。すなわち，STが増えると
外遊びが減ることが知られている 4，12）。したがって，
乳幼児期 STと神経発達の関連を，STが外遊びを
含む outdoor activitiesを減らしていることで説明で
きるかもしれない，という仮説を立てることができ
る。この仮説が正しければ，乳幼児期 STと神経発
達との望ましくない関連を，outdoor activitiesを増
やすことで解消できる可能性を指摘できる。筆者ら
は，浜松母と子の出生コホート研究に参加する 885
名のデータを使って，2歳のSTと 4歳の神経発達（コ
ミュニケーション機能，社会機能，日常生活機能）
との関連を，また関連を媒介するかもしれない因子
として 2 歳 8 カ月の外遊びの頻度の媒介効果の有
無を検討した 13）。その結果，3 つの興味深い知見が
得られた。第一に，2 歳の STとコミュニケーショ
ン機能に関連がみられ，outdoor activitiesの媒介効
果は認められなかった。第二に，2 歳の STと日常
生活機能に関連がみられ，outdoor activitiesによる
媒介効果が認められた一方，2 歳の STと日常生活
機能との直接の関連は認められなかった。すなわち，
2 歳の STが 4 歳の日常生活機能に与える負の影響
は，2 歳 8 カ月の outdoor activitiesの減少によって
説明された。第三に，2 歳の STと社会機能に関連
がみられなかった。

d．リサーチ・クエスチョン④
　先行する長い STがのちの神経発達に遅延をもた
らすことはある程度確かな知見であるが，reverse 
causationととらえることも引き続き可能である。
なぜならば，「神経発達に遅延のある，または遅延
のリスクを生来からもっている児は，STが長い」
という可能性が検討されていないからである。この
ことを検討するために，筆者らは，先に解析を行っ
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たサンプルのうち全ゲノム解析データをもつ 437名
を対象に，自閉スペクトラム症（autism spectrum 
disorder：ASD）および注意欠如・多動症（attention-
deficit hyperactivity disorder：ADHD）の polygenic 
risk scoreを計算して，個々の ASD・ADHD遺伝的
リスクと 2，3，4歳時の STとの関連を検討した 15）。
その結果，ASDの遺伝的リスクをもつ児，および
ADHDの遺伝的リスクをもつ児はいずれも，2 ～ 4
歳にかけて STが長くなる傾向，または 2 ～ 4 歳に
かけて一貫して STが長い傾向を示した。

4．考察

　大規模疫学研究から集まった知見によれば，乳幼
児期の STが長いほど，前学童期の神経発達に遅延
が生じやすい。しかし，臨床現場において，乳幼児
期の STを厳しく，一律に制限すべきと指導するの
は行き過ぎである，と筆者は考える。すなわち，①
あらゆる STが問題となるわけではない。教育的内
容であったり，保護者との共視聴（co-viewing）で
あったりすれば問題にならない，②言語機能の発達
に望ましくない影響があることはおそらく確かであ
るが，社会機能や日常生活機能，運動機能への影響
はない，③ outdoor activitiesが STの総量を減らし，
STと神経発達の関連のバッファとなる。outdoor 
activitiesを増やすことをまず推奨すべきである
（WHOガイドラインも推奨するところである 17）），
④乳幼児期の STと神経発達の関連は因果的である
とはいえない。したがって，STを制限しても神経
発達の遅延のリスクを減らすことはできない可能性
がある。むしろ，乳幼児期の STは神経発達の遅延
や神経発達症の遺伝的リスクの発現の一様態である
かもしれない。

　倫理的配慮
　本論文に記載した筆者らの研究に関してすべて倫
理的配慮を行っている。
　利益相反
　開示すべき利益相反はない。
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■ ABSTRACT

Screen time in infancy and neurodevelopmental outcome：a review of findings

Kenji J Tsuchiya 1, 2），Mohammad Shafiur Rahman 1, 2），Nagahide Takahashi 2, 3），Tomoko Nishimura 1, 2）

1）Hamamatsu University School of Medicine, Research Center for Child Mental Development 

2）Osaka University United Graduate School of Child Development 

3）Department of Child and Adolescent Psychiatry, Nagoya University Graduate School of Medicine

　Screen time（ST）is the amount of time per day spent viewing digital screens such as smartphones, tablets, games, 

television, and computers. The authors examined the relationship between ST in infancy and the child’s neurodevelopment 

through the literature review and the authors’ data. The results showed that the longer the ST in infancy, the more likely 

there was a delay in neurodevelopment in the preschool years, especially in the development of language and 

communication domains. However, we found that：1）ST is not delayed if it is educational or co-viewing with parents；2）
there is no association between ST in infancy and socialization, daily life skill, or motor functions；3）outdoor activities 

reduce the total amount of ST and provide a buffer for the association between ST and neurodevelopment；and 4）The 

association between ST and neurodevelopment in infancy may not be causal. Rather, ST in infancy may be a manifestation of 

delayed neurodevelopment and genetic risk for neurodevelopmental disorders.

（Japanese Journal of Biological Psychiatry 35（2）：90─93, 2024）


